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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト抽出手段と、
　前記オブジェクト抽出手段によって抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度に応じて特徴部分を抽出する特徴抽出手段と、
　前記特徴抽出手段によって抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理手段とを
有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像処理手段は、前記特徴部分の動き情報に基づいて、前記過去の画像データに含
まれる前記特徴部分であるオブジェクトに対してマスキング処理を行うことを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記特徴抽出手段は、前記オブジェクトの信頼度が所定の値以上である場合に特徴部分
として抽出し、
　前記画像処理手段は、前記過去の画像データにおいて前記特徴部分であるオブジェクト
の信頼度が所定の値未満である場合に、前記オブジェクトに対してもマスキング処理を行
うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　被写体を撮像して画像データを生成する撮像手段と、
　前記撮像手段により生成された画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト抽
出手段と、
　前記オブジェクト抽出手段によって抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度と前記撮像手段の撮像情報とに基づいて特徴部分を抽出する特徴抽出手段と、
　前記特徴抽出手段によって抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理手段とを
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有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　前記撮像情報は、フォーカス情報であることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装
置。
【請求項６】
　前記撮像情報は、撮影モードであることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記オブジェクト抽出手段によって抽出されるオブジェクトは、個人を特定するプライ
バシー情報であることを特徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト抽出工程と、
　前記オブジェクト抽出工程において抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度に応じて特徴部分を抽出する特徴抽出工程と、
　前記特徴抽出工程において抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理工程とを
有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　被写体を撮像して画像データを生成する撮像工程と、
　前記撮像工程において生成された画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト
抽出工程と、
　前記オブジェクト抽出工程において抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度と前記撮像工程における撮像情報とに基づいて特徴部分を抽出する特徴抽出工程と
、
　前記特徴抽出工程によって抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理工程とを
有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト抽出工程と、
　前記オブジェクト抽出工程において抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度に応じて特徴部分を抽出する特徴抽出工程と、
　前記特徴抽出工程において抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理工程とを
コンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　被写体を撮像して画像データを生成する撮像工程と、
　前記撮像工程において生成された画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト
抽出工程と、
　前記オブジェクト抽出工程において抽出されたオブジェクトから、前記オブジェクトの
信頼度と前記撮像工程における撮像情報とに基づいて特徴部分を抽出する特徴抽出工程と
、
　前記特徴抽出工程によって抽出された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング
処理を行うとともに、前記画像データよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分
として抽出される前の同じオブジェクトに対してマスキング処理を行う画像処理工程とを
コンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み
取り可能な記憶媒体。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の画像処理装置は、画像データからオブジェクトを抽出するオブジェクト抽出手
段と、前記オブジェクト抽出手段によって抽出されたオブジェクトから、前記オブジェク
トの信頼度に応じて特徴部分を抽出する特徴抽出手段と、前記特徴抽出手段によって抽出
された特徴部分を含むオブジェクトに対してマスキング処理を行うとともに、前記画像デ
ータよりも過去の画像データに含まれる、前記特徴部分として抽出される前の同じオブジ
ェクトに対してマスキング処理を行う画像処理手段とを有することを特徴とする。
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